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令
和
6
年
度
の

年
明
け
の
能
登
半

島
地
震
に
よ
り
被
災

さ
れ
た
皆
様
に
お
見

舞
い
を
申
し
上
げ
ま

す
。
そ
し
て
、「
と

も
に
」
復
興
を
願
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
令
和
5
年
度
は
、
4
年
ぶ
り
に
計
画
通
り

の
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
皆
様
方

の
ご
協
力
の
お
か
げ
と
感
謝
い
た
し
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
、
こ
の
数
年
の
コ
ロ
ナ
禍
で
、

生
活
様
式
の
変
化
や
人
と
の
か
か
わ
り
の
希
薄
さ

な
ど
、
様
々
な
思
い
を
お
感
じ
に
な
ら
れ
て
お
ら
れ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
時
だ
か

ら
こ
そ
、
学
生
時
代
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
改

め
て
振
り
返
っ
て
み
た
い
で
す
ね
。

ど
う
ぞ
、
卒
業
年
次
の
学
年
会
や
ク
ラ
ス
会
の

開
催
を
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
の
日
に
合
わ
せ
て

ご
計
画
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
一
般

財
団
法
人
常
磐
会
は
皆
様
の
同
窓
会
組
織
で
す
。

理
事
・
幹
事
・
運
営
委
員
、
そ
し
て
、
監
事
・
評

議
員
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
み
の
り
あ
る
行

事
に
な
る
よ
う
工
夫
し
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
の
ご
要
望
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、
今

年
度
も
多
数
の
方
の
ご
出
席
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

常磐会会報　第125号　令和６年５月１日発行

会員の皆様にはお元気でお過ごしのことと存じます。
平素は一般財団法人常磐会に温かいご支援ご協力を頂きありがとうございます。
さて、今年度の総会を下記の通り開催いたします。当日は「指ヨガ」の研修会を予定し
ております。多数ご参加いただきますようご案内申し上げます。

※準備の都合上、出席のお返事と会費の納入は、５月11日（土）までにお願いいたします。
ご送金を以って、ご参加の受理とさせていただきます。駐車場のご利用はご遠慮ください。

令和6年度 （一財）常磐会総会のご案内

令和6年度 幹事会・ホームカミングデーのご案内

＜開催日＞令和６年10月19日‡

＜場　所＞常磐会短期大学 631ホール

★ホームカミングデー〔12：50～13：30〕
フォークソングシンガー すなふきん（福本力弥氏）
による「愉快なトークと懐かしいあの頃の歌」

★幹事会〔13：40～14：30〕
幹事の皆様は、ホームカミングデーにご参加の後、ぜひご出席ください。（ご
出席の方は、メール等でお知らせください。）
なお、当日は学園大・短大の学生による大学祭が午前10時から開催されていま
す。遊びコーナーもありますので、激励の言葉をおかけください。

新入会員歓迎！
学園大学、短期大学を合わせて

231名をお迎えしました。（一財）常
磐会のパンフレットを配布し、新
しい幹事さんに委嘱状をお渡しし
ました。
新入会員の皆様、同窓会の行事

にご参加くださいね。

日　　時 ●令和6年6月2日⁄
受付：午前9時30分
開会：午前10時

場　　所 ●常磐会学園大学
会　　費 ● 2,000円

【スケジュール】
○議事 令和５年度事業報告・収支決算報告・監査報告

令和６年度事業計画・収支予算報告
○会員お慶びの紹介
○研修会 健康運動指導士による「指ヨガ」体験演習

閉会予定 ● 12時20分頃
ダイエー 

バスターミナル 

スリーＦ 

ヒラノ 
バッティングドーム 

喜連東小学校 

ファミリーマート 

北出戸 

地下鉄谷町線 

常磐会学園大学 

常磐会短期大学 

2号出口 
出戸駅 

最寄駅「出戸駅」 
2号出口より徒歩10分 

交 通 の ご 案 内

同
窓
会
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
「
と
も
に
」

理
事
長
　
　
渡
邊
　
芳
子

令和7年4月「大阪常磐会大学」「大阪常磐
会大学短期大学部」が誕生します
来年度は、学校法人常磐会学園創設70周年の記念年です。同窓会「常磐会」

をバックボーンに持つ常磐会学園の学生、園児は「和平　知天　創造」の校是
の基、豊かな環境で伸び伸びと保育・教育を受けてまいりました。この伝統と実
績はしっかりと引き継ぎながら、専門的な知識を加えさらに飛躍します。子ども
の人生の初期に出会う保育者・教育者は、複雑化し不確実性を増す現在におい
ては、かつてないほどの重要な役割を担わなければなりません。常磐会の底力は
これからこそ試され重要視されていきます。
新大学名への改革をチャンスとして「常磐会」全体の総力をあげて取り組みた
いと思います。どうぞこれからもご協力のほどお願い申しあげます。

お知らせ
行事の申込み前には、事務局ホー
ムページ（QRコード）でご確認を
お願いします。
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■
北
山
　
伸
子
（
Ｓ
50
年
卒
）

昨
年
6
月
末
で
居
宅
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
を
退
職
致
し
ま
し
た
。
長
年
住
ん
で
い
た

大
阪
を
離
れ
娘
宅
近
く
に
転
居
。
こ
れ
か
ら

は
、
京
都
の
色
々
な
観
光
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

■
橋
本
美
樹
子
（
Ｓ
50
年
卒
）

保
育
関
係
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
病
院
内

の
厨
房
で
パ
ー
ト
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。

少
し
で
も
患
者
さ
ん
の
お
役
に
立
て
る
よ
う

に
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
谷
口
　
佳
恵
（
Ｓ
52
年
卒
）

家
族
が
巣
立
ち
、
現
在
独
居
老
人
と
な
り
、

自
由
を
満
喫
し
て
い
ま
す
が
‥
‥
や
は
り
仕

事
が
‥
‥
保
育
の
仕
事
が
し
た
い
で
す
。
新

し
い
出
発
を
来
年
度
こ
の
カ
ー
ド
に
は
記
入

で
き
ま
す
よ
う
に
‥
‥
。

■
高
橋
祐
公
子
（
Ｓ
54
年
卒
）

い
つ
も
ご
案
内
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

定
年
ま
で
勤
務
し
、
現
在
も
県
の
会
計
年
度

職
員
と
し
て
、
元
気
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

送
料
も
か
か
る
こ
と
で
す
の
で
、
次
回
か

ら
郵
便
物
の
送
付
を
辞
退
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

■
栄
原
　
久
美
（
Ｓ
56
年
卒
）

保
育
士
と
し
て
働
い
て
い
ま
し
た
が
、
令

和
3
年
に
退
職
し
て
、
今
は
ゆ
っ
く
り
と
家

で
過
ご
し
て
い
ま
す
。
定
年
ま
で
働
く
と
は

思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
が
ん
ば
り
ま

し
た
。

■
赤
木
美
和
子
（
Ｓ
60
年
卒
）

小
規
模
保
育
園
を
開
園
す
る
に
あ
た
り
、

中
村
妙
子
教
授
に
、
沢
山
の
こ
と
を
教
え
て

頂
き
「
い
ず
み
が
お
か
幼
稚
園
」
の
見
学
、

資
料
も
見
せ
て
頂
き
、
無
事
に
開
園
し
4
年

目
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
卒
業
し

て
も
尚
、「
ど
ん
な
こ
と
も
力
に
な
り
ま
す

よ
」
と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
素
晴
ら
し
い
先

生
と
の
出
会
い
に
常
磐
会
の
素
晴
ら
し
さ
を

感
じ
ま
す
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

■
稲
森
美
江
子
（
Ｓ
60
年
卒
）

4
月
の
異
動
で
新
し
い
配
属
。
う
れ
し
い

こ
と
に
常
磐
短
大
出
身
の
後
輩
と
一
緒
に
仕

事
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
安
心
・
安

全
で
子
ど
も
た
ち
が
「
あ
ー
楽
し
か
っ
た
」

の
毎
日
を
過
ご
せ
る
保
育
園
で
あ
る
よ
う
努

め
て
い
ま
す
!!

■
小
西
　
ゆ
か
（
Ｓ
63
年
卒
）

10
数
年
前
に
体
調
を
崩
し
て
以
来
、
保
育

の
現
場
を
離
れ
る
こ
と
と
な
り
、
大
変
残
念

で
し
た
が
、
現
在
枚
方
市
役
所
に
て
事
務
職

と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。
保
育
所
の
経
験
が

土
台
と
な
り
、
今
の
事
務
職
員
と
し
て
市
民

対
応
が
で
き
て
い
る
の
だ
と
強
く
思
い
ま
す
。

人
間
性
と
し
て
人
に
対
す
る
優
し
さ
、
忍
耐

力
な
ど
育
て
て
い
た
だ
い
た
常
磐
会
に
は
感

謝
し
て
い
ま
す
。

■
乾
　
　
千
幸
（
Ｈ
5
年
卒
）

学
校
で
学
ん
だ
知
恵
と
保
育
園
で
勤
め
た

経
験
の
お
陰
で
、
自
身
の
子
育
て
に
お
い
て

充
実
し
た
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

■
山
本
加
世
子
（
Ｈ
19
年
卒
）

卒
業
後
は
、
他
の
分
野
の
専
門
学
校
に
進

学
・
卒
業
し
何
度
か
転
職
を
繰
り
返
し
ま
し

た
。
令
和
元
年
に
結
婚
し
、
今
は
パ
ー
ト
勤

め
を
し
な
が
ら
、
夫
と
２
人
仲
良
く
穏
や
か
に

暮
ら
し
て
い
ま
す
。
保
育
の
道
に
は
進
み
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
常
磐
で
学
ん
だ
経
験
は
私

の
人
生
を
豊
か
に
し
て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。

会
員
近
況
報
告

■
作
用
恵
美
子
（
Ｓ
16
年
卒
）

い
つ
も
学
園
報
を
届
け
て
頂
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

■
堀
井
　
澄
子
（
Ｓ
19
年
卒
）

母
は
、
今
年
99
歳
に
な
り
ま
す
。
車
椅
子

で
す
が
し
っ
か
り
会
話
も
出
来
、
元
気
に
し

て
お
り
ま
す
。
施
設
に
い
ま
す
が
平
穏
な
毎

日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。（
代
筆
）

■
粟
田
悠
紀
子
（
Ｓ
31
年
卒
）

淋
し
い
で
す
が
何
と
か
元
気
に
過
ご
し
て

い
ま
す
。
主
人
が
ホ
ー
ム
に
入
所
し
て
い
ま

す
の
で
、
毎
日
顔
を
見
に
面
会
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

■
辻
　
　
は
る
（
Ｓ
44
年
卒
）

い
つ
も
ご
連
絡
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

お
陰
さ
ま
で
元
気
に
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

お
茶
の
お
け
い
こ
を
時
々
し
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
が
、
唯
一
の
楽
し
み
で
ご
ざ
い
ま
す
。

■
立
蔵
　
信
子
（
Ｓ
46
年
卒
）

趣
味
の
川
柳
は
27
年
以
上
続
け
て
い
て
、

平
野
区
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
の
川
柳
同
好

会
は
4
年
目
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
春
、
新
し

い
会
員
さ
ん
2
名
の
参
加
が
あ
り
、
同
好
会

の
良
さ
を
生
か
し
て
、
皆
さ
ん
と
月
1
回
の

学
び
と
楽
し
み
の
会
に
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

■
竹
内
　
陽
子
（
Ｓ
47
年
卒
）

コ
ロ
ナ
の
前
迄
、
保
育
園
・
ベ
ビ
ー
シ
ッ

タ
ー
と
し
て
働
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
現
在

は
仕
事
を
し
て
い
ま
せ
ん
。

同
級
生
で
し
た
石
橋（
旧
姓
）現
在
、
鳥
居

悦
子
さ
ん
の
消
息
を
捜
し
て
い
ま
す
。

■
金
元
美
根
子
（
Ｓ
49
年
卒
）

卒
業
し
て
半
世
紀
近
く
に
な
り
ま
し
た
。

あ
る
催
し
の
会
で
偶
然
に
同
ク
ラ
ス
の
友
人

達
と
再
会
し
て
食
事
会
を
し
ま
し
た
。
当
時

の
学
園
祭
や
体
育
祭
、
入
学
写
真
な
ど
を
持

ち
寄
り
学
生
時
代
に
戻
っ
た
気
分
に
な
っ
て

の
思
い
出
話
に
、
笑
っ
た
り
懐
か
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

木村　好江

眞下　郁代

吉田テル子

扇能　豊子

吉岡めりい

山口美代乃

北浦　　貞

西　　美代

神戸　智子

岸田　雅枝

岡　房子

北川　弥生

土井　　薫

田中　好子

城土井八重子

長澤　秀子

河内　政子

奥野　好子

Ｓ６本２甲乙

Ｓ９本１甲乙

Ｓ９本２春秋

Ｓ11本１

Ｓ13本２

Ｓ14本２

Ｓ15本２

Ｓ16本２－９

Ｓ16本２－10

Ｓ17本２－５

Ｓ17本２－５

Ｓ17本２－７

Ｓ17本２－７

Ｓ17本２－９

Ｓ17本２－10

Ｓ17本２－10

Ｓ18本１

Ｓ18本２－２

後藤　悦子

鈴木　義子

草野美代子

筒井　清子

川嶋　　重

久貝　菅子

山田婦み子

池西　冨子

平井さだ子

山崎　国栄

櫻井　愛子

定　子よし

松田　芳子

近藤さよ子

上西　君子

岡住　要子

伊藤　節子

井　弘子

Ｓ18本２－４

Ｓ18本２－７

Ｓ19本１

Ｓ19本５

Ｓ19本６

Ｓ19本７

Ｓ19本８

Ｓ19本９

Ｓ20本４

Ｓ20本４

Ｓ20本６

Ｓ23本１

Ｓ23本１

Ｓ23本２

Ｓ23本５

Ｓ24本６

Ｓ28学大

Ｓ30学大

今道　悦子

松本　智恵

新留満寿子

東野　　翠

片田　圭子

水郡　理惠

木内　美子

戒田　恵子

上野　典子

西尾ヨシ子

佐藤都代子

信根　洋子

高見裕美子

藪中　博美

吉田　英子

北野由美子

小島喜久男　

Ｓ31幼教養

Ｓ31幼教養

Ｓ32幼教養

Ｓ33幼教養

Ｓ35幼教養

Ｓ39保育

Ｓ42短Ａ

Ｓ44短Ｅ

Ｓ44短Ｆ

Ｓ44保２

Ｓ45短Ｆ

Ｓ47短Ｆ

Ｓ51短Ｃ

Ｓ54短幼Ｆ

Ｓ58短幼Ｃ

Ｈ４短英２

客員

物故者名簿 －謹んでご冥福をお祈り申しあげます－

（令和６年３月末現在）

４月＊運営委員会［15日‡］
・本年度年間事業計画

５月＊理事会［６日‡］
・昨年度会計報告、本年度行事案
＊評議員会［21日⁄］
・昨年度会計報告等
＊理事会［21日⁄］
・理事の役割・総会案

６月＊総会［４日⁄］
・昨年度事業等報告。本年度計画
・鑑賞「インドネシア民族楽器演奏」佐々木宏美氏
＊理事会［24日‡］
・総会反省、研修会案

７月＊研修会［22日‡］
・「お話実技研修」木戸洋子氏

９月＊理事会［２日‡］
・研修会反省、幹事会・ホームカミングデー案
＊運営委員会［２日‡］
・研修会反省、幹事会役割
＊保育講座［18日¤］
・「乳幼児への関わり方」伊丹昌一氏

10月＊理事会［７日‡］
・会報作成、幹事会、ホームカミングデー、来年
度事業案
＊幹事会［21日‡］
・本会の事業、課題。情報交換。
＊ホームカミングデー［21日‡］
・「歌のアラカルト」故東ちさと氏、森あつ子氏

11月＊理事会［18日‡］
・幹事会等反省、見学研修会、来年度事業案

12月＊見学研修会［３日⁄］
・「中之島 LOVE CENTRAL」

１月＊理事会［20日‡］
・新入会員歓迎会、来年度事業、学修補助金案

２月＊理事会［10日‡］
・会報、新入会員歓迎会、評議員会案
＊運営委員会［10日‡］
・本年度反省、来年度事業、新入会員歓迎会案

３月＊理事会［２日‡］
・来年度事業計画、予算案
＊新入会員歓迎会、新幹事会
：学園大［15日fl］；短大［18日¤］
＊理事会［23日‡］
・歓迎会反省、来年度事業計画
＊評議員会［23日‡］
・来年度事業計画、予算案

令和5年度 庶務報告
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■収入の部
科　　　目
基本財産運用収入
特定資産運用収入
入 会 金 収 入
会 費 収 入
事 業 収 入
そ の 他 の 収 入

当 期 収 入 合 計
前 期 繰 越 額
収 入 合 計
■支出の部

科　　　目
事 業 費
管 理 費
特 定 資 産 支 出
予 備 費

当 期 支 出 額
当 期 収 支 差 額
支 出 合 計
■支出の部（内訳）

科　　　目
研 修 会 費
新入会員歓迎会費
総 会 費
通 信 運 搬 費
消 耗 品 費
印 刷 製 本 費
寄 付 金 支 出
助 成 金 支 出
雑 費

計
給 料 手 当
会 議 費
旅 費 交 通 費
通 信 運 搬 費
消耗什器備品費
消 耗 品 費
修 繕 費
印 刷 製 本 費
賃 借 料
施 設 使 用 料
諸 謝 金
租 税 公 課
委 託 手 数 料
渉 外 費
慶 弔 費
雑 費

計
事 業 引 当 金
名 簿 引 当 金
減価償却引当金
退職給与引当金
公益目的事業引当金

計
予 備 費

支 出 合 計

１.
２.
３.
４.
５.
６.

１.
２.
３.
４.

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫
⑬
⑭
⑮
⑯

①
②
③
④
⑤

４.

予算額
3,000

30
430,000

2,400,000
60,000

1,200,000
4,093,030
4,551,058
8,644,088

予算額
4,790,000
2,333,000
150,030

1,371,058
8,644,088

0
8,644,088

予算額
100,000
25,000
80,000

850,000
30,000

1,200,000
1,000,000
1,500,000

5,000
4,790,000
480,000
30,000

400,000
250,000

0
200,000
5,000
60,000

180,000
100,000
70,000

110,000
420,000
17,000
6,000
5,000

2,333,000
50,002

1
7
0

100,020
150,030

1,371,058
8,644,088

収入額
4,600

38
454,000

2,512,000
82,100

2,539,141
5,591,879
4,551,058
10,142,937

支出額
4,145,003
1,097,170
150,038

0
5,392,211
4,750,726

10,142,937

支出額
38,979
11,514
47,561

866,900
0

680,049
1,000,000
1,500,000

0
4,145,003

0
0

128,460
175,334

0
47,006

0
770

152,360
100,000
33,411
71,800

365,720
6,080

16,229
0

1,097,170
50,004

2
8
0

100,024
150,038

0
5,392,211

（単位：円）
備　　考

基本財産利息

新入会員入会金
終身会費（227名）、年会費
研修会費、総会費等
学園よりの協力金、利息、寄付金、賛助金等

（単位：円）
備　　考

次期繰越額

（単位：円）
備　　考

講師謝礼等
パンフレット作成、お礼等

会報送付料等

会報、名簿修正等
常磐会学園への寄付
常磐会短大・学園大学生への学修補助金

会議等茶菓代
評議員、理事、運営委員、事務職員等
電話料、切手、はがき等

コピー料、事務用品等

宛名ラベル
モニュメント建立借地料、コピー機リース料
常磐会短大の施設一部使用料
税理士謝礼
税金、登記料等
ホームページ、会計業務委託費用等
平野区各種団体役員名簿広告料
お悔み用はがき 供花

１．
事
　
業
　
費

２．
管
　
理
　
費

３．
特
定
預
金

令和４年度　収支計算書
令和４年４月1日～令和５年３月31日

増　減（△）
1,600

8
24,000

112,000
22,100

1,339,141
1,498,849

0
1,498,849

増　減（△）
644,997

1,235,830
8

1,371,058
3,251,877
4,750,726
1,498,849

増　減（△）
61,021
13,486
32,439
16,900
30,000

519,951
0
0

5,000
644,997
480,000
30,000

271,540
74,666

0
152,994
5,000
59,230
27,640

0
36,589
38,200
54,280
10,920
10,229
5,000

1,235,830
2
1
1
0
4
8

1,371,058
3,251,877

△
△

△
△

△
△
△

△
△

△
△
△
△
△
△

△
△
△
△

△
△
△
△

△
△

△
△

■収入の部
科　　　目
基本財産運用収入
特定資産運用収入
入 会 金 収 入
会 費 収 入
事 業 収 入
そ の 他 の 収 入

当 期 収 入 合 計
前 期 繰 越 額
収 入 合 計
■支出の部

科　　　目
事 業 費
管 理 費
特 定 資 産 支 出
予 備 費

支 出 合 計
■支出の部（内訳）

科　　　目
研 修 会 費
新入会員歓迎会費
総 会 費
通 信 運 搬 費
消 耗 品 費
印 刷 製 本 費
寄 付 金 支 出
助 成 金 支 出
雑 費

計
給 料 手 当
会 議 費
旅 費 交 通 費
通 信 運 搬 費
消耗什器備品費
消 耗 品 費
修 繕 費
印 刷 製 本 費
光 熱 水 料 費
賃 借 料
施 設 使 用 料
諸 謝 金
租 税 公 課
委 託 手 数 料
渉 外 費
慶 弔 費
雑 費

計
事 業 引 当 金
名 簿 引 当 金
減価償却引当金
退職給与引当金
公益目的事業引当金

計
予 備 費

支 出 合 計

１.
２.
３.
４.
５.
６.

１.
２.
３.
４.

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫
⑬
⑭
⑮
⑯
⑰

①
②
③
④
⑤

４.

本年度予算額
3,000

30
400,000

2,200,000
60,000

1,200,000
3,863,030
4,750,726
8,613,756

本年度予算額
4,780,000
2,205,000
150,030

1,478,726
8,613,756

本年度予算額
100,000
25,000
80,000
850,000
20,000

1,200,000
1,000,000
1,500,000

5,000
4,780,000
460,000
2,000

400,000
250,000

0
190,000
5,000
60,000

0
180,000
100,000

0
110,000
420,000
17,000
6,000
5,000

2,205,000
50,002

1
7
0

100,020
150,030

1,478,726
8,613,756

前年度予算額
3,000

30
430,000

2,400,000
60,000

1,200,000
4,093,030
4,551,058
8,644,088

前年度予算額
4,790,000
2,333,000
150,030

1,371,058
8,644,088

前年度予算額
100,000
25,000
80,000
850,000
30,000

1,200,000
1,000,000
1,500,000

5,000
4,790,000
480,000
30,000
400,000
250,000

0
200,000
5,000

60,000
0

180,000
100,000
70,000
110,000
420,000
17,000
6,000
5,000

2,333,000
50,002

1
7
0

100,020
150,030

1,371,058
8,644,088

（単位：円）
備　　考

基本財産利息
特定資産利息
新入会員入会金
終身会費、年会費
研修会費、総会費等
学園よりの協力金、利息、寄付金、賛助金等

（単位：円）
備　　考

（単位：円）
備　　考

講師謝礼、会場設営費等
パンフレット作成、新幹事打合せ、お礼等
講師謝礼、会場設営費等
会報送付料等
事務用品等
会報、名簿修正等
常磐会学園への寄付
常磐会短大・学園大学生への学修補助金

会議等茶菓代
評議員、理事、事務職員、幹事等
電話料、切手、はがき等

コピー料、事務用品等

幹事会案内、会費領収書、封筒等

モニュメント建立借地料、コピー機リース料
常磐会短大の施設一部使用料
税理士等謝礼
税金、登記料等
ホームページ、会計業務委託等

お悔み用はがき等

１
事
　
業
　
費

２
管
　
理
　
費

３．
特
定
預
金

令和５年度　収支予算書
令和５年４月1日～令和６年３月31日

増　減（△）
0
0

30,000
200,000

0
0

230,000
199,668
30,332

増　減（△）
10,000

128,000
0

107,668
30,332

増　減（△）
0
0
0
0

10,000
0
0
0
0

10,000
20,000
28,000

0
0
0

10,000
0
0
0
0
0

70,000
0
0
0
0
0

128,000
0
0
0
0
0
0

107,668
30,332

△
△

△

△

△
△

△

△

△
△
△

△

△

△

△

会計報告

上記の通り決算報告致します。
令和５年３月31日（一財）常磐会 理事長　渡邊　芳子

会　計　平嶋　嘉子 藤林　道子

上記監査の結果、帳簿並びに関係書類は正確綿密に処理されていることを認めます。
令和５年４月21日 監　事　熊見　勝子 山田　純子

吉田テル子
川西美沙子
松田　吉枝
植田　　明
熊見　勝子
矢追千鶴子
川畑　吉子
奥　　　始
渡邊　芳子
岩田　良子
大仲美智子
北口　千草
寺尾　恵子
水郡　理惠
平嶋　嘉子
宮川　順子

川　喜美子
下垣　拓美
下村冨美枝
山西　和美
金森　幸子
武内　眞子
中川　博子
松井　隆子
岡本　和惠
益池　和子
南　　雅子
田村みどり
中島美智子
藤林　道子
的場　和子
谷畑　惠子

安岡のぶ子
山口加津子
坂口　静子
西野美智子
山田　　薫
塚喜代美
中村　妙子
上野谷加代子
赤木美和子
荻野美恵子
松江美喜子
植田　美咲
田淵　　創
（常磐会学園事務局長）

令和5年度 賛助金・寄付金納付者（個人）

（Ｓ ）
（Ｓ ）
（Ｓ ）
（Ｓ ）
（Ｓ ）
（Ｓ ）
（Ｓ ）
（Ｓ ）
（Ｓ ）
（Ｓ ）
（Ｓ ）
（Ｓ ）
（Ｓ ）
（Ｓ ）
（Ｓ ）
（Ｓ ）

9

24

24

31

32

32

33

37

38

39

39

39

39

39

39

39

（Ｓ ）
（Ｓ ）
（Ｓ ）
（Ｓ ）
（Ｓ ）
（Ｓ ）
（Ｓ ）
（Ｓ ）
（Ｓ ）
（Ｓ ）
（Ｓ ）
（Ｓ ）
（Ｓ ）
（Ｓ ）
（Ｓ ）
（Ｓ ）

（Ｓ ）
（Ｓ ）
（Ｓ ）
（Ｓ ）
（Ｓ ）
（Ｓ ）
（Ｓ ）
（Ｓ ）
（Ｓ ）
（Ｈ ）
（Ｈ ）
（Ｒ ）

令和４年度 特定資産 （単位：円）

令和４年度 基本財産 （単位：円）

令和４年度 経常費歳入

１．事業積立
前 年 度 繰 越 金
令 和 ４ 年 度 積 立
預 金 利 息
合　 計（次年度繰越）

２．退職金積立
前 年 度 繰 越 金
令 和 ４ 年 度 積 立
預 金 利 息
合　 計（次年度繰越）

３．名簿積立
前 年 度 繰 越 金
令 和 ４ 年 度 積 立
預 金 利 息
合　 計（次年度繰越）

４．減価償却積立
前 年 度 繰 越 金
令 和 ４ 年 度 積 立
預 金 利 息
合　 計（次年度繰越）

５．公益目的事業積立
前 年 度 繰 越 金
令 和 ４ 年 度 積 立
預 金 利 息
合　 計（次年度繰越）

預 金

417,270
50,000

4
467,274

2,712
0
0

2,712

361,579
0
2

361,581

982,493
0
8

982,501

2,663,986
100,000

24
2,764,010

72,505,660

１．基本財産運用収入
定 期 預 金 利 息
普 通 預 金 利 息

２．特定資産運用収入
普 通 預 金 利 息

３．入会金収入
新 入 会 員 2 2 7 名

４．会費収入
終 身 会 費
年 会 費

５．事業収入
総 会 費
見 学 研 修 会 費
研 修 会 費
1 1 0 周 年 記 念 誌
会 員 章

６．その他の収入
学 園 よ り の 協 力 金
賛 助 金
寄 付 金
経 常 費 利 息

７．前年度繰越額

収 入 合 計

4,600
4,494
106

38
38

454,000
454,000

2,512,000
2,270,000
242,000

82,100
64,000

0
13,500
2,100
2,500

2,539,141
1,100,000
250,000

1,189,083
58

4,551,058

10,142,937

（単位：円）

41

41

41

42

43

43

43

43

44

44

44

47

47

47

47

48

48

50

51

51

51

53

53

57

60

8

11

5

「年会費・賛助金・寄付金ご協力へのお願い」

会員の皆様には、年会費・賛
助金・寄付金のご協力をいただ
きありがとうございます。
今年度も、会報発送の諸経費、
その他、会の事業推進のための
経費が不足すると予測されます。
つきましては、なお一層、年会費・賛助金・寄付金の
ご協力をよろしくお願いいたします。 〔会計係より〕
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開催日時＊令和６年７月20日‡

13：30～15：00

開催場所＊常磐会短期大学
内　　容＊「ブラバンで再発見！

～描画材料とその色の美しさ～」

講　師＊平野　真紀氏
（常磐会短期大学学科長）

会　費＊500円
申込み＊電話・FAX・メール（こ

のページの左端参照）
申込締切＊令和６年７月６日‡

「ときは」第125号をお届けす
ることができました。本年度は、
コロナ感染が5類になったことに
より、保育講座・ホームカミング
デー・見学研修会等の行事を例年
並みに行うことができました。
また、限られた紙面ですが、会
員相互の絆が深まるよう近況報告
の欄を充実させました。
これからも、より良い会報作り
に努めていきたいと考えています
ので、よろしくお願いいたします。

卒業から45年、懐かしい友と新しくなった学
舎で思い出を語り合いましょう！
日　時：令和6年10月19日‡ 11時～15時
場　所：常磐会短期大学
会　費：3,500円
世話係：小寺（大橋）智子 090－5068－3290

金澤（鹿島）桂子 090－5153－1402
柳　美智子 090－5040－9300

＊世話係までお電話、またはショートメール
をしてください。
締　切：8月末日

昭和54年3月短大Ｆ組卒業

同窓会のお知らせ
昭和51年３月に常短を卒業した皆さん、

入学50周年記念同期会をしましょう！
日　時：令和6年10月19日‡ 11時～13時
場　所：常磐会短期大学
会　費：2,500円（昼食準備）
世話係：C組 今中（有岡）090－3872－2835

A組 田中（遠矢）090－5056－1987
どちらかに出席のご連絡をください。
＊飲み物は各自でご持参ください。
＊9月末日までにご連絡ください。

昭和51年3月短大卒業

入学50周年記念同期会

5

6

*総　会 令和5年
6月4日⁄ *研修会

『例年並みに実施できました』

『みんなで参加しましょう』

令和5年
7月22日‡

本会の事業運営、クラスの情報交換
*幹事会 令和5年

10月21日‡

*保育講座 令和5年
9月18日¤

「歌のアラカルト」声楽家 故東ちさ
と氏とピアノ森あつこ氏

*ホームカミングデー令和5年10月21日‡
中之島 LOVE CENTRALで山田千愛
氏によるピアノ演奏会とランチ会食。
中之島界隈の自由見学

*見学研修会 令和5年
12月3日⁄

*研修会
開催日時＊令和６年８月31日‡

13：00 受付開始　13：30～15：30 ご講演
開催場所＊常磐会短期大学
内　容＊「違うことは、豊かなこと。～保育園で出会う、

子ども・保護者・保育者が織りなす日常～」
講　師＊森本宮仁子 氏（特定非営利活動法人「IKUNO・多

文化ふらっと」代表／大阪聖和保育園 事務局長）
会　費＊500円
申し込み＊メールもしくはFAXで直接常磐会短期大学へ

E-mail : nyuyouken@tokiwakai.ac.jp
FAX 06－6709－2201

*保育講座

＜ご案内＞
◎大阪メトロ「千里中央」駅下車、大阪モノレールに乗り換
え「万博記念公園」駅で下車し、外に出ず改札手前の広場
で集合（10時）。見学予約時間の都合上、遅れないようにお
願いします。
◎お昼のお弁当はこちらで準備いたしますが、お茶は各自で
ご持参ください。
◎“太陽の塔”見学後、“国立民俗学博物館”に移動し、昼食を済ませてから博物館内を
見学してください。（※国立民俗学博物館内にて解散いたします。）

会　　費＊３,５００円（※弁当代を含む） 申し込み＊電話・FAX・メール

申込締切＊令和６年11月９日‡〔11月９日以降は返金できませんのでご了承ください。〕

☆クラスの同窓の方やお友達にもお誘いの上、ご参加ください。

万博記念公園の不思議な世界へご一緒に。 常磐会の歴
史が一目でわ
かるように構成
しています。記
念誌で常磐会
の歩みをひもと
いてください。
100周年記念誌： 5,000円
110周年記念誌： 700円

会報に同封しています振込
用紙で申し込んでください。

あとがきあとがきあとがきあとがきあとがきあとがきあとがきあとがきあとがきあとがきあとがきあとがきあとがきあとがきあとがきあとがきあとがき

開催日時＊令和６年12月１日⁄ 10時
開催場所＊万博記念公園“太陽の塔”・“国立民俗学博物館”“国立民俗学博物館”“国立民俗学博物館”“国立民俗学博物館”“国立民俗学博物館”“国立民俗学博物館”“国立民俗学博物館”“国立民俗学博物館”“国立民俗学博物館”“国立民俗学博物館”“国立民俗学博物館”“国立民俗学博物館”“国立民俗学博物館”“国立民俗学博物館”“国立民俗学博物館”“国立民俗学博物館”“国立民俗学博物館”

第１部は昨年度の事業・決算・監査
報告、本年度の事業・予算報告。
第２部はインドネシア民族楽器演奏
の鑑賞、体験演奏。

木戸洋子氏のお話、実技研修 伊丹昌一氏「乳幼児への関わり方」

現地集合
現地解散
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110周年記念誌110周年記念誌110周年記念誌110周年記念誌110周年記念誌110周年記念誌110周年記念誌110周年記念誌110周年記念誌110周年記念誌110周年記念誌110周年記念誌110周年記念誌110周年記念誌110周年記念誌110周年記念誌

100周年記念誌

110周年記念誌
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